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Ⅰ ユビキチン - プロテアソームタンパク質分解経路 

反応機構の解明 

X-ray structural analysis of the ubiquitin proteasome protein degradation pathway. 

 

ユビキチン - プロテアソームタンパク質分解経路は生体内において不要タンパク質を特異的に認

識し分解することにより、細胞周期の制御やタンパク質の品質管理といった、多くの生体機能調節に

関わっている。本経路において特異的なタンパク質分解の役割を担う26Sプロテアソームは分子量250

万、66 のサブユニットからなる超分子複合体を形成し機能している。26S プロテアソームの立体構造

の解析によりその反応機構の解明を目指す。 

 

 

Ⅱ 高分解能 X線結晶構造解析によるチトクロム c 酸化酵素の

プロトンポンプ機構の解明 

X-ray structural analysis of cytochrome c oxidase to understand 

proton pumping mechanism 

 
チトクロム c 酸化酵素は、酸素を水に還元することによって得られる自由エネルギーによって、プ

ロトンの能動輸送を行っている。これまでに分子を構成する非水素原子の構造に基づいてプロトン能

動輸送の仕組みを提案してきた。しかし、この仕組みの理解を深めるためには、水素原子の存在まで

決めることが求められている。これを実現できる可能性の最も高い方法である X 線結晶構造解析の方

法を開発し、水素原子位置を決定する構造解析を実現する。 

 
 
Ⅲ 物質輸送に関わる生体超分子の構造と輸送の仕組みの解明 

Structural studies on intracellular and intercellular transport 
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生体内での“輸送”には、蛋白質内部、細胞内、オルガネラ間や細胞間の膜を介したものがあり、それ

ぞれエネルギー変換や細胞の働きの制御に深く関わっている。輸送を担っている蛋白質複合体の構造

を決定して、輸送の仕組みを明らかにする。 
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